
■日漢協トピックス 
富山で市民公開講座開催 
2015年6月14日（日）富山国際会議場にて、 
第66回日本東洋医学会学術総会 市民公開講座が開催されました。 
日本東洋医学会と日漢協の共催による講座であり、今年で15回目になります。 
 
「“何となく…”に応える東洋医学です。」をテーマに、 
田原英一先生（飯塚病院 東洋医学センター 漢方診療科）と 
伊藤隆先生（東京女子医科大学 東洋医学研究所）がご講演されました。 

 
                    

第66回日本東洋医学会学術総会 
会頭 嶋田 豊 先生 

日本漢方生薬製剤協会 
渡邊 喜久彦 常務理事 



 
田原英一先生は、「漢方医の眼で観る、病気の成り立ちと悪化要因」の演題で話されました。 
漢方でとらえる病気の原因として内因・外因・不内外因を挙げ、万病の基である冷えの重要性や、 
治る力を最大にするためには「食う・寝る・出す・遊ぶ（動く）」を整えることが大切であるなど、 
病気の治らない理由と治し方についてお話されました。 
また、田原先生は 
 「“辛い”と“幸せ”はちょっとの差」 
 「病気は義理人情で悪化する」 
 「地球は温暖化、体は氷河期」 
 「禍は口より出て、病は口より入る」 
など、独特のフレーズを用いた解説をされ、 
会場を沸かせていました。 
 
 
 
                              
                              
 
                       
                       
                      伊藤隆先生は、「良い漢方医の選び方」と題し証をみるための基礎理論をはじめ、 
                      良い漢方医の選び方として、「患者中心の医療」「西洋医学の医師」 
                      「薬を少なくする」などをキーワードにお話されました。 
                      漢方医は患者の近くにいて漢方を使いながら治療する患者中心の医療を実践 
                      しており、我が国の医療制度においては東西両医学の併存が可能であること、 
                      また西洋医学の発想では薬は増える一方だが、 
                      東洋医学では最も必要な薬だけを用いる原則があることを説明されました。  
 
                       
当日は、30度を超える真夏日にもかかわらず、多くの聴講者が参加し、熱心に講演に聞き入っていました。 
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